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　株主の皆様におかれま
しては、平素より格別のご
高配を賜り厚く御礼申し
あげます。

ここに第85期第２四半
期の営業の概況と決算
の状況をご報告するにあ
たり、一言ご挨拶申しあげ
ます。

 

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、
雇用・所得環境の改善や企業収益の回復が続いている
ものの、このところ輸出の持ち直しに足踏みが見られ、消
費者物価の上昇テンポも緩やかになるなど、一部で弱さ
が見える展開となりました。但し、企業の設備投資は増加
が続き、また個人消費も緩やかに持ち直していることか
ら、総じて景気は回復基調で推移しました。なお、海外情
勢の不透明感や金融資本市場の変動、また自然災害が
経済に与える影響には引き続き留意が必要な状況です。
　住宅業界におきましては、2018年度４月～９月の新設
住宅着工は、戸数491千戸（前年同期比1.1％減）、床面
積39,139千㎡（同2.4％減）となり、共に前年同期実績を下
回る結果となりました。
　このような環境のもと、当社グループでは事業別に重点
分野を定めて拡販活動を推進しております。
　建築資材事業では、従来の新築戸建分野とリフォー
ム、非住宅分野に注力いたしました。特に非住宅分野では、
当社の「営業支援センター」による作図や技術支援を充
実させ、施設や事務所向け製品の拡販に注力した結果、
システム床関連や人工木材関連が順調に推移しました。
　産業資材事業では、自動化による生産性向上に努力

したほか、ホテル向け設備の受注が好調に推移しました。
また、精密分野では、エンジニアリングセールスの強化によ
り車載を中心としたＡＲ製品の受注を確保しております。
　海外市場においては、今後の受注拡大に向けた戦略
を推進しております。
　以上により、当第２四半期連結累計期間の売上高は
19,865百万円と前年同期に比べ2.2％の増収となりました。
　一方、利益面につきましては、工場再編等の生産体制
の効率化を推し進めた効果が寄与し、収益力が向上した
ことにより、営業利益782百万円（前年同期比106.6％増）、
経常利益879百万円（同94.9％増）、親会社株主に帰属す
る四半期純利益は602百万円（同1.2％減）となりました。
　
事業別の売上状況は、以下のとおりであります。

A. 建築資材事業
　主力の建築資材事業の売上は、14,123百万円（前年
同期比0.1％増）で、売上高全体の7１.1％を占めました。
　うち外装建材は、2,749百万円（同2.8％減）でした。換
気部材が低調に推移しましたが、樹脂製瓦桟・外装装飾
部材は順調に推移しました。
　内装建材は、5,547百万円（同2.0％減）でした。養生材が
伸び悩みましたが、浴室用パネルは順調に推移しました。
　床関連材は、4,028百万円（同8.2％増）でした。機能束
が低調に推移しましたが、フリーアクセスフロア・乾式遮音
二重床システム部材・樹脂系床仕上材は好調に推移しま
した。
　システム建材は、1,800百万円（同5.4％減）でした。防
蟻関連材が低調に推移しましたが、木粉入り樹脂建材
は好調に推移しました。
B. 産業資材事業
　産業資材事業の売上は、5,741百万円（同7.9％増）で、
売上高全体の28.9％を占めました。車輌部材が低調に推移
しましたが、住設部材・精密化工品が好調に推移しました。

営業の概況

業績全般の概況

1
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　当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前
連結会計年度末に比べ704百万円（前期末比1.5％）減
少し、47,562百万円となりました。主な増減要因としまし
ては、流動資産では、商品および製品が348百万円増加、
また電子記録債権が179百万円増加した一方で、現金
および預金が380百万円減少、また受取手形および売掛
金が735百万円減少したことなどにより、422百万円（同
1.3％）の減少となりました。固定資産では、有形固定資産
が90百万円減少、また投資その他の資産が162百万円
減少するなど、282百万円（同1.9％）の減少となりました。
　負債は、前連結会計年度末に比べ878百万円（前期
末比5.0％）減少し、16,765百万円となりました。主な増減
要因としましては、流動負債では、未払費用が66百万円
増加した一方で、支払手形および買掛金が352百万円減
少、また未払法人税等が108百万円減少するなど、763百
万円（同4.8％）の減少となりました。固定負債では、リース
債務が10百万円減少、また繰延税金負債が110百万円
減少するなど、115百万円（同7.3％）の減少となりました。

　純資産は、前連結会計年度末に比べ175百万円（前
期末比0.6％）増加し、30,797百万円となりました。主な増
減要因としましては、その他有価証券評価差額金が
211百万円減少した一方で、為替換算調整勘定が８百
万円増加しました。株主資本合計は、利益剰余金が396
百万円増加したことにより、28,472百万円となりました。こ
の結果、自己資本は30,216百万円となり、自己資本比率
は63.5％となりました。

　今後の経営環境につきましては依然として不透明な
状況が続くものと予想されますが、現時点において2018
年５月11日公表の通期連結業績予想に変更はありませ
ん。実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と
異なる場合があります。

　株主の皆様におかれましては、何卒一層のご支援、 
ご鞭撻を賜りますようお願い申しあげます。

　2018年12月

●連結売上高
通期第２四半期（百万円）

●連結経常利益
通期第２四半期（百万円）

●親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益
通期第２四半期（百万円）
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代表取締役社長

資産、負債および純資産の状況
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名証IRエキスポ2018に出展しました

　名古屋証券取引所主催の名証IRエキスポ2018（７月20日・21日に開催）に出
展しました。
　二日間で8,500名ほどが来場した大きなイベントで、当社は自社ブースでのミニ
説明会を開催し、多くの投資家の方々で賑わいました。
　今後もこのような機会を活用してまいりたいと思っております。

2018
7.20-21

子ども参観日を開催しました

　社員の子どもを対象とした「子ども参観日」を開催しました。
　当日は6組7名の子どもたちが参加しました。　
　親の職場を見たり体験したりすることで、子どもの職業観を育み、家族の絆を深め
るきっかけになればと開催しましたが、育児に対する職場の理解を深めることにもつ
ながりました。
　今後も定期的に開催する予定です。

2018
9.8

積水化学工業から断熱ボード事業を譲受する契約を
締結しました

　積水化学工業㈱の保有する「フェノールフォーム断熱ボード事業」を譲受する契約を締結しました。
譲受は2019年１月となります。
　高性能フェノールフォーム断熱材「フェノバボード」は、積水化学が2007年から発売しており、最高
クラスの断熱性能と防火性能を長期間維持する特性を持ち、主に住宅用として展開しています。
　当社では、この高性能断熱材の製造および販売事業を手掛けることで、当社グループの強みを生かして販路拡大を見込んでいます。
　なお、販売はフクビ本体が行い、製造は今般設立した当社子会社「フクビ岡山 ㈱」がその役割を担います。

2018
8.24

積水化学工業のHPより

33

2018年の主なTOPICS
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福井国体で社員が選手として活躍しました

福井障がい者スポーツ大会のメダルに当社の素材が
使用されました

　2018年9月29日から福井国体が開催され、10
月6日・7日にはフクビ化学所属の２選手が登場しま
した。
　成年男子・成年女子それぞれの砲丸投げに登場し
た２選手は、どちらも残念ながら9位に終わりました
が、一生懸命に力を出し切った姿は、多くの観客の心
を揺さぶりました。
　フクビ化学では総勢100名を超える応援団を組
み、その勇姿を見守りました。

　福井県産間伐材を有効利用した木粉と樹脂の複合材料「フクウッド」が、福井国体と合わせて開催された全国障
がい者スポーツ大会「福井しあわせ元気大会2018」（開催期間：2018年10月13日～15日）の大会メダルに採
用されました。 
　この大会メダルは福井県内企業の技術の粋が集められており、当社も開発に協力しました。

2018
10.6-7

2018
10.13-15

精密事業部の新工場を建設しています

　精密事業部では事業拡大に伴い、このたび新工場を建設することになりました。
　新工場は現在の第三工場の西側に建てられ、延べ床面積2,822.20平方メート
ルの規模となる予定です。
　９月25日に起工式が執り行われ、10月に着工しました。
　工期は2019年6月頃までで、その後は機械の据え付けなどを経て、秋頃からの
稼働を目指しています。

2018
9.25

44
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フクビ新商品のご紹介
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当社では、株主の皆様により一層当社へのご理解を深めていただくため、
工場およびショールーム見学会を下記の内容で開催いたしますので、ご案内申しあげます。

株主様工場およびショールーム見学会のお知らせ

日 　 　 　 時 2019年３月12日（火）  14:00～17:00

場 　 　 　 所 フクビ化学工業株式会社 本社（福井市三十八社町33-66）
本社工場 および ショールーム

見 学 会 内 容 本社工場、ショールームの見学、質疑応答など。
※ご見学時は、１時間程度（予定）の徒歩移動、バスの乗り降りや階段の昇り降りがございますので、ご了承願います。

募 集 人 数
40名様（ご同伴者様含む）2018年９月30日現在、当社株式100株以上ご所有の株主様。株主様以外
にご同伴者様を希望する場合は、１名様のご同伴が可能です。なお、安全上の配慮から、ご同伴者様は
中学生以上とさせていただき、また当日申し込みはお受けできません。

参 加 費 用
無料
※ 集合・解散（JR福井駅東口を予定）までの往復交通費・宿泊費等は、株主様のご負担となりますので、お申込みいただく場合には、

ご了承願います。
※集合・解散場所の往復は当社手配のバスでご移動いただきます。

そ 　 の 　 他 ※駐車場のご用意はございませんので、恐れ入りますが、当社へのご来場はご遠慮願います。
※株主様ご本人からのご応募でない場合、ご応募は無効とさせていただきます。

77

株主様工場およびショールーム見学会のお知らせ
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見学をご希望されます株主様は、同封
の「株主様工場およびショールーム
見学会 応募はがき」に必要事項を
ご記入いただき、2019年１月７日（月）
必着にてご応募ください。郵送料に
つきましては、株主様にてご負担くだ
さいますようお願いいたします。

※ 個人情報保護のため、同封の保護シールを個人
情報記載欄の上に貼付のうえご投函ください。

※ お申込者多数の場合は抽選とさせていただきま
す。厳正な抽選のうえ、当選発表は当選者への発
送（2019年１月下旬発送予定）をもって代えさ
せていただきます。その際、当日の運営等詳細を
併せてご連絡いたします。

〒918-8585 福井市三十八社町33-66  フクビ化学工業株式会社　広報・ＩＲ推進室
TEL：0776-38-8415　8:30～17:00（土日・祝日、当社休日を除く）　

お申込み方法

記入例

ご送付先およびお問合せ先

お手数ですが
62円切手を

お貼りください。
9 1 8 8 5 8 5

郵便はがき

福
井
市
三
十
八
社
町
33
―
66

フ
ク
ビ
化
学
工
業
株
式
会
社

広
報
・
Ｉ
Ｒ
推
進
室 

行

● 裏面に必要事項をご記入のうえ、2019年１月７日（月）必着にてご返送 
くださいますようお願い申しあげます。

● 個人情報保護のため、同封の保護シールを個人情報記載欄の上に貼付の 
うえご投函ください。

● ご応募により当社が取得する株主様の個人情報につきましては、本工場
およびショールーム見学会を実施するうえで必要な限りにおいてのみ使用
いたします。

株主様工場およびショールーム見学会　応募はがき

株主様見学会（詳細は同封の「中間事業報告書」をご覧ください）に 
ご参加を希望される株主様は、本「応募はがき」に必要事項をご記入の
うえ、2019年１月７日（月）必着にてご返送ください。

株主番号
（９桁）

同封の「配当金計算書」右上に記載の９桁の数字

株主様お名前
ふりがな

ご住所

〒　　－　　  都　道 
府　県

性別 男 ・ 女 年齢 　歳

電話番号

ご同伴者様（１名まで）
ふりがな

お名前

性別 男 ・ 女 年齢 　歳

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

918　 8585

ふく び　      た ろう

ふく び　     はな こ

福美　太郎

福美　花子

福井

50

50

0000-00-0000

福井市

三十八社町33-66

88
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［資産の状況］（百万円）

［損益の状況］（百万円）

現金及び預金
9,059

有形固定資産
7,893
無形固定資産
　177
投資
その他の資産
6,717

現金及び預金
9,439

有形固定資産
7,983

無形固定資産
207
投資

その他の資産
6,879

資産合計
47,562

資産合計
48,266

当第２四半期末
（2018年9月30日）

前期末
（2018年3月31日）

固定資産
14,787

流動資産
32,775

固定資産
15,069

流動資産
33,197

流動負債
16,068
固定負債
1,575

株主資本
28,076
その他の

包括利益累計額
1,963

非支配株主持分
583

負債・純資産合計
48,266

当第２四半期末
（2018年9月30日）

前期末
（2018年3月31日）

負債・純資産合計
47,562

負債
17,643

純資産
30,623

株主資本
28,472
その他の
包括利益累計額
  1,744
非支配株主持分
     581

流動負債
15,305
固定負債
  1,460

19,865

売上高

14,383

売上原価

5,481

売上
総利益

4,700

販売費及び
一般管理費

782

営業
利益

127

営業外
収益

29

営業外
費用

5

特別
利益

879

経常
利益

6

特別
損失

602

親会社株主に
帰属する

四半期純利益

法人税等

3

非支配株主に
帰属する

四半期純利益

273

売上高

前第２四半期
（2017年4月1日から2017年9月30日まで）

378

営業
利益

4,944

451

経常
利益

親会社株主に
帰属する

四半期純利益

19,432

売上
総利益

当第２四半期
（2018年4月1日から2018年9月30日まで）

609

負債
16,765

純資産
30,797

99

連結財務諸表の概要
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10

会社の概要

創 立 1953年5月25日

資 本 金 21億9,390万円

U R L https://www.fukuvi.co.jp/

主要な事業品目
建　築　資　材

外 装 建 材

セミックス（窯業系不燃外装材）、コンパルソリー
（耐候性樹脂製外装材）、左官定木、エコランバー、
換気材、スーパーエアテックス（防風透湿シート）、
土台パッキン、エクラート（ＦＲＰ製外装装飾材）、
ウェザータイト（防水部材）、耐震関連部材

内 装 建 材
バスパネル（浴室用パネル）、見切、内装下地材、
点検口枠、アルパレージ、樹脂開口枠、養生材、
フクフォーム・フクフォームＥｃｏ（断熱材）、ケン
ジュール（人工大理石）

床 関 連 材
クッションフロア、床タイル、フリーフロア、乾式遮音
二重床システム、ＯＡフロア（フリーアクセスフロ
ア）、機能束（プラ束、鋼製束）

システム建材
エアサイクルシステム、リフォジュール（リフォーム
天井システム）、アリダン工法（防蟻工法）、プラ
スッド（木粉入り樹脂建材）、メルツエンサッシ内窓

産　業　資　材

樹 脂 サ ッ シ 窓枠、浴室用ドア

産 業 機 器 車両部材、住宅設備部材、機器部材、仮設部材、
精密化工品

役　員
代 表 取 締 役
社 長 執 行 役 員 八　木　誠一郎
代 表 取 締 役
副 社 長 執 行 役 員 釆　野　　　進
代 表 取 締 役
専 務 執 行 役 員 大　畑　　　忠

取 締 役 岩　淵　　　滋 群栄化学工業株式会社社外取締役

取 締 役 奥　島　孝　康 白鷗大学学長　早稲田大学元総長

取 締 役 越　部　　　実

取 締 役 執 行 役 員 大　野　　　繁

取 締 役 執 行 役 員 加　川　潤　一

取 締 役 執 行 役 員 柴　田　寿　裕

取 締 役 執 行 役 員 豊　嶋　雅　子

常 勤 監 査 役 高　畑　慎一郎

監 査 役 玉　井　三千雄 あおぞら経営税理士法人　代表社員

監 査 役 藪　原　孝　夫 藪 原 孝 夫 税 理 士 事 務 所

顧　問

顧 問 長　瀬　　　洋 長 瀬 産 業 株 式 会 社
代 表 取 締 役 会 長

顧 問 森　　　克　則 三 井 物 産プラスチック株 式 会 社
代 表 取 締 役 社 長

顧 問 小　田　英　治

顧 問 有　馬　　　進

顧 問 林　　　茂　樹

会社の概要  （2018 年 9 月 30 日現在） 

（2018年9月30日現在）［資産の状況］（百万円）

［損益の状況］（百万円）

現金及び預金
9,059

有形固定資産
7,893
無形固定資産
　177
投資
その他の資産
6,717

現金及び預金
9,439

有形固定資産
7,983

無形固定資産
207
投資

その他の資産
6,879

資産合計
47,562

資産合計
48,266

当第２四半期末
（2018年9月30日）

前期末
（2018年3月31日）

固定資産
14,787

流動資産
32,775

固定資産
15,069

流動資産
33,197

流動負債
16,068
固定負債
1,575

株主資本
28,076
その他の

包括利益累計額
1,963

非支配株主持分
583

負債・純資産合計
48,266

当第２四半期末
（2018年9月30日）

前期末
（2018年3月31日）

負債・純資産合計
47,562

負債
17,643

純資産
30,623

株主資本
28,472
その他の
包括利益累計額
  1,744
非支配株主持分
     581

流動負債
15,305
固定負債
  1,460

19,865

売上高

14,383

売上原価

5,481

売上
総利益

4,700

販売費及び
一般管理費

782

営業
利益

127

営業外
収益

29

営業外
費用

5

特別
利益

879

経常
利益

6

特別
損失

602

親会社株主に
帰属する

四半期純利益

法人税等

3

非支配株主に
帰属する

四半期純利益

273

売上高

前第２四半期
（2017年4月1日から2017年9月30日まで）

378

営業
利益

4,944

451

経常
利益

親会社株主に
帰属する

四半期純利益

19,432

売上
総利益

当第２四半期
（2018年4月1日から2018年9月30日まで）

609

負債
16,765

純資産
30,797

010_0679201603012.indd   10 2018/11/21   14:08:08



この事業報告書は、
環境に配慮し、植物油インキ
を使用しております。

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年6月に開催いたします。

基 　 準 　 日 定時株主総会の議決権 3月31日

期  末  配  当 3月31日

中  間  配  当 9月30日
※その他必要がある場合は、あらかじめ公告する一定の日

公 告 方 法 電子公告により行います。
ただし、電子公告によることができないやむを
得ない事由が生じた場合は、日本経済新聞
に掲載いたします。
https://www.fukuvi.co.jp/

上 場 証 券 取 引 所 東京市場第2部・名古屋市場第2部

株　主　メ　モ
単 元 株 式 数 100株

株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

同 事 務 取 扱 場 所 大阪市中央区北浜四丁目5番33号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

郵 便 物 送 付 先
（ 電 話 照 会 先 ）

〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
電話 0120-782-031（フリーダイヤル）

ご注意
未受領の配当金につきましては、三井住友信託銀行全国本支店に
てお取扱いいたします。

化学のチカラで、想いをカタチに。
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